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ス
契
約
等
）
す
る
、
道
路
交
通
法
上
の

自
動
車
ま
た
は
原
動
機
付
自
転
車
で
通

勤
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
転
車
通
勤
を
し
て
い
る
労

働
者
が
い
る
場
合
、
自
転
車
事
故
も
重

大
な
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
マ
イ
カ
ー
」
の
定
義

に
含
め
る
、
ま
た
は
、
別
規
程
を
設
け

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑵　

申
請
と
許
可
（
第
３
条
）

　

マ
イ
カ
ー
通
勤
に
よ
る
事
故
発
生
時

の
使
用
者
責
任
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る

観
点
か
ら
、
許
可
制
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
頃
か
ら
リ
ス
ク
管
理
を
行
な
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

申
請
書
類
に
は
、
有
効
な
運
転
免
許

証
や
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
証

等
の
写
し
、
任
意
保
険
の
保
険
証
の
写

し
の
ほ
か
、
事
故
発
生
時
に
、
労
働
者

が
全
責
任
を
負
う
旨
の
誓
約
書
等
を
求

め
る
こ
と
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

⑶　

遵
守
事
項
（
第
４
条
）

　

マ
イ
カ
ー
が
通
勤
の
た
め
の
み
な
ら

ず
、
業
務
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
事
案

で
は
、
裁
判
実
務
上
、
使
用
者
責
任
が

肯
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
業
務
で
の
使
用
を
禁
止
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
（
１
号
）。

　

ま
た
、
使
用
者
が
業
務
で
の
使
用
を

許
可
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
労
働
者

が
業
務
に
使
用
す
る
こ
と
が
常
態
化
し

て
い
る
事
案
で
は
、
使
用
者
が
業
務
で

の
使
用
を
黙
認
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ

大
の
リ
ス
ク
は
、
事
故
発
生
時
の
使
用

者
責
任
で
す
。
通
勤
中
の
事
故
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
使
用
者
責
任
を
負
わ

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
裁
判
実
務
上
、
マ
イ
カ
ー

の
業
務
で
の
使
用
を
認
め
て
い
た
等
の

事
情
が
あ
る
場
合
、
使
用
者
責
任
が
肯

定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
稿
で

は
、
主
に
使
用
者
責
任
の
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
観
点
か
ら
、
規
程
作
成
上
の
留

意
点
を
説
明
し
ま
す
。

規
程
作
成
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点

●３⑴　

マ
イ
カ
ー
の
定
義
（
第
２
条
）

　

本
規
程
で
は
、
労
働
者
が
、
自
ら
が

所
有
ま
た
は
適
法
に
占
有
（
例
：
リ
ー

車
両
（
マ
イ
カ
ー
）
通
勤
の

意
義

●１
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
労
働
者
が
感
染

リ
ス
ク
を
お
そ
れ
、
出
社
命
令
に
応
じ

な
い
問
題
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
散
見

さ
れ
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
通
勤
は
、
時
差

出
勤
と
共
に
、
感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
た

め
の
有
効
な
手
段
に
な
り
得
ま
す
。
ま

た
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
、
公
共
交

通
機
関
の
整
備
が
十
分
で
な
く
、
マ
イ

カ
ー
通
勤
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
場
合

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

使
用
者
責
任
の
リ
ス
ク

●２
　

マ
イ
カ
ー
通
勤
を
認
め
る
場
合
の
最 車

両
（
マ
イ
カ
ー
）
管
理
規
程

１月号　副業・兼業取扱規程
２月号　私傷病休職規程
３月号　希望退職・早期退職者支援規程
４月号　フレックスタイム労使協定
５月号　１年単位の変形労働時間制度に関する労使協定
６月号　１か月単位の変形労働時間制度に関する労使協定

黒
　
田
　
雄
　
太

弁
護
士
田
　
村
　
裕
一
郎

弁
護
士

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感
染
リ
ス
ク
軽
減
の
観
点
か

ら
、
公
共
交
通
機
関
で
は
な
く
、
マ
イ
カ
ー
で
の

通
勤
を
認
め
る
こ
と
も
検
討
に
値
し
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
は
、
車
両
（
マ
イ
カ
ー
）
管
理
規
程
を

作
成
す
る
際
の
留
意
点
を
説
明
し
ま
す
。
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る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
通
勤
中
で
あ
っ
て
も
、
外

形
上
、
職
務
の
範
囲
内
の
行
為
と
み
ら

れ
る
場
合
、「
事
業
の
執
行
」
に
当
た

る
と
し
て
、
使
用
者
責
任
が
肯
定
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
得
る
た
め
、
そ
の
よ
う

な
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
を
禁
止
し

て
い
ま
す
（
２
号
）。

　

加
え
て
、
任
意
保
険
の
加
入
を
徹
底

す
る
た
め
の
規
定
（
３
号
、
４
号
）
や

事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
規

定
（
５
号
）
を
設
け
て
い
ま
す
。
特

に
、
通
勤
時
の
事
故
の
原
因
が
、
過
重

労
働
（
恒
常
的
な
長
時
間
労
働
）
等
で

あ
っ
た
場
合
、
使
用
者
に
も
法
的
責
任

が
発
生
し
得
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

⑷　
任
意
保
険
へ
の
加
入
義
務（
第
５
条
）

　

任
意
保
険
と
し
て
、
対
人
損
害
賠
償

保
険
や
対
物
損
害
賠
償
保
険
等
が
あ

り
、
任
意
保
険
で
カ
バ
ー
で
き
る
範
囲

に
上
限
が
あ
る
も
の
か
ら
無
制
限
の
も

の
ま
で
あ
り
ま
す
。
特
に
損
害
額
が
膨

大
に
な
る
お
そ
れ
が
高
い
対
人
損
害
賠

償
保
険
に
つ
い
て
は
、
無
制
限
の
プ
ラ

ン
に
加
入
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
こ

と
も
あ
り
得
ま
す
。

⑸　

会
社
の
免
責
（
第
６
条
）

　

マ
イ
カ
ー
通
勤
時
の
事
故
に
つ
い

て
、
労
働
者
が
全
責
任
を
負
い
、
使
用

者
は
一
切
の
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
労
働
者
に
対
す
る

意
識
付
け
の
観
点
か
ら
は
、
有
用
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
近
年
、
使
用
者
責
任
が

肯
定
さ
れ
た
事
案
で
、
労
働
者
か
ら
使

用
者
に
対
す
る
逆
求
償
を
肯
定
し
た
判

例
（
最
二
小
判
令
和
２
年
２
月
28
日
）

が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用
者

責
任
が
成
立
す
る
事
案
で
は
、
こ
の
規

定
が
無
効
と
判
断
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
点
に
留
意
す
べ
き
で
す
。

⑹　

許
可
の
取
消
し
（
第
７
条
）

　

通
勤
中
に
事
故
を
発
生
さ
せ
る
お
そ

れ
の
あ
る
労
働
者
に
マ
イ
カ
ー
通
勤
を

継
続
さ
せ
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

安
全
管
理
の
意
識
が
低
い
使
用
者
と
み

な
さ
れ
、
社
会
的
信
用
を
失
う
リ
ス
ク

等
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
許
可
の
取

消
し
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
留
意
点

●４
　

本
規
程
に
加
え
て
、
マ
イ
カ
ー
通
勤

手
当
（
ガ
ソ
リ
ン
代
や
高
速
代
等
）
の

支
給
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
等
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
も
労
働
者
の
福
利
厚

生
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
検
討
に
値

し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
使
用

者
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
高
ま

り
ま
す
し
、
日
本
版
同
一
労
働
同
一
賃

金
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
ど
の

程
度
支
援
す
る
か
は
、
法
的
リ
ス
ク
と

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
必
要
性
の
比
較
衡
量
の

う
え
で
判
断
す
べ
き
で
す
。�

●▲

■車両（マイカー）管理規程例

車両（マイカー）管理規程

（目的）
第�１条　この規程は、車両（マイカー）管理について定める。

（マイカーの定義）
第�２条　この規程において、「マイカー」とは、道路交通法第２条
第９号に定める自動車および同条第10号に定める原動機付自転
車で、従業員がこれを所有または適法に占有するものをいう。

（申請と許可）
第�３条　マイカーによる通勤を希望する従業員は、別紙○に記載の
必要書類を添付のうえで申請し、会社から許可を得なければなら
ない。

（遵守事項）
第�４条　マイカー通勤をする従業員は、次の各号を遵守しなくては
ならない。
　①�　マイカーを業務に使用しないこと
　②�　マイカーに会社名を表示するなど、社用車と誤認される行為
をしないこと

　③�　任意保険を締結していない状態で通勤に使用しないこと
　④�　任意保険を会社に無断で解除または変更しないこと
　⑤�　アルコールまたは心身の疲労の影響等により、正常な運転が
困難な状態で運転しないこと

（任意保険への加入義務）
第�５条　マイカー通勤をする従業員は、①自動車損害賠償責任保
険、②任意保険に加入しなければならない（任意保険の内容の詳
細については別紙○のとおりとする。）。

（会社の免責）
第�６条　マイカー通勤時の事故について、従業員が全責任を負うも
のとし、会社は一切の責任を負わないものとする。

（許可の取消し）
第�７条　会社は、マイカー通勤をする従業員が本規程に反した場
合、またはマイカー通勤の継続が適切でないと判断した場合に
は、マイカー通勤の許可を取り消すことができる。
� 以上

た
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
。
弁
護
士
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
。
第
一
東
京
弁
護
士
会
（
元
）
労
働
法
制
委
員
会
委
員
。

く
ろ
だ
　
ゆ
う
た
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
。
弁
護
士
。


